
黄訴府立白広小学女学女だよク

鳥ιらね 1,号

卒業を前にして、,6軍生と3回目の校長室ランチを楽しんでいます。 3回目のランチでは、 6年
生として、最上級生として「今年1年一番元頁張ったことは?」「一番脚に残っている出来事は?」
ということを伺笈に書いて発表してもらっでハます。短い時間ですが、一人一人が今年1年の学校
生活を振の返ってくれています。

児童たちは、様々な場面での畠分自身の行動を振り返り、委員会の委員長として全校の生活をより
よくしようと頑張ったことや縦割り班の班長として下級生に優しく接してきたこと、そして、登校
班の班長として下級生の安金を守ってきたこと恋どを付篝に記していきます。自分自身の思い出、
同学年の仲間との思い出、下級生に最上級生らしさを見せること力「できた思い出ということで、運
動会での組イ村果で仲間と力や気持ちを合わせで剣支をしたことを記している児童もいます。また、
今年もなかよし委員会を中/山に「あいさっ運動」に全校で取の組んだので、その先頭に立って活動
したことや活動の中で成長したことを記している児童もいます。臼々ランチを重ねるごとに校長室
には、頑張った.,立派に6年生としての1賠'を果たした児童たちの足跡力嘗ネ責されていきます。

みなさ弐のお蔭で

~「よい子」が育ちまし、だ~

学本交長
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過日、校長室を訪れた地域の人か、その中の1寸篝を見て、「こうぃう6年生がいる料麹よ素敵で
すね」と褒めていただき荻した。その付筆には「先生や地域の人に自分から進んであいさっをし
た」ということが記されてい荻した。

6年生の振り返のは、どれ,も人とのかかわのの中で

自分自身の成長を認めるものですが、今年は恋かよし

云言義(刀、1辰り返n ぐ1氏崖ヰ方、らも「あし'1さつ運諭U h'而▼
果として、「自分から地域の人にあいさつ力やできるよ

うになった」という意見がたくさん出されました。全
校の児童が人とのかかわりの中で成長を感じられるー
年となったことぅれしく思います。

このよう恋成長を児童力曳感として感じられるの

持丸隆一

は、地域の人とのかかわりがたくさんあったからだと思います。日々の安全見守のの活動、ひと粒
のそら豆さんの読み闘かせ活動、ブックレンジャーさんの読書環境の整備や企画イペント、又学年
での学習支援(3年生のもちつきゃ2年のかけ算九九交流)など、多くの人が児童にかかわってい
ただいたことで、こういう成長を感じられる「よい子」力管ちました。様々な場面でかかわってく
ださったみなさぎ、 1年間学校を応援してくださった「み恋さまのお蔭」と感謝申し上げミす。
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